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問い合わせ先 臨床を元気に！ 日本離床学会 事務局

日本離床学会 検索

日本離床学会
認　定



2010年以降、 世界の有名医学誌に
離床のエビデンスが掲載され、
その効果が驚きをもって報じられました。
患者さんの早期ADL回復を促し、
入院期間を短縮し、 QOL改善まで
望める早期離床に全世界のスタッフが
全力で取り組んでいます。

石巻赤十字病院　
理学療法士 
谷 崇史さん

私は興味のある講座に参加していたところ、認定条
件を満たしていることに気付き、アドバイザー資格が
得られました。研究会の講座に参加しているうちに、
学ぶ楽しさ・知らないことを知る喜びを感じました。
今では、得たばかりの知識が、次の日の臨床でも生か
されるという嬉しさを原動力として、その知識をどう
伝えていけばよいか考え、試行錯誤しながら働いて
います。

私がインストラクターを目指したきっかけは、東日本
大震災により病院の状況が一変したことです。改め
て、「離床は一人では行えず、多職種が連携して進める
もの。早期離床をキーワードにチーム医療の構築を
進めよう」と考えました。インストラクター取得後は、
全国の講演での講師や実技講座でのアシスタントを
しています。研究会の講師陣と交流を深め、自らをス
キルアップし、離床研究会の活動目的でもある「離床
のできる臨床家の育成」のお手伝いをしています。

医誠会 城東中央病院
看護師 
植野 倍枝さん

有資格者の声

アドバイザーを目指す講義では、臨床で感じ
るなにげない疑問を１つひとつ丁寧に解説し
ていきます。勉強を始めたらすぐに、学生時代
になかなかわからなかった“学び”の面白さを
必ず実感できるでしょう。

学ぶっておもしろい！
離床インストラクター
離床アドバイザー制度とは

日本離床研究会では、離床に関する卓越した知
識と技術を持つエキスパートを養成しています。 
臨床に根ざした講義・実技の所定カリキュラムを
修了することで、「離床インストラクター」「離床
アドバイザー」を名乗ることができます。

資格の概要

理論講座７単位＋実技講座７単位を
修めること。

取得条件 全国で年一度開催される筆記試験お
よび実技試験で基準値を満たすこと。

取得条件

離床キャリアアップモデル

離床プレアドバイザー

まずはここから実力を腕試し
医療者として患者や利用者に対して
円滑な離床の推進、また永続的な離
床生活を送れるよう支援できる能力
を有します。

離床アドバイザー

知能技術両立の
　離床ジェネラリスト
理論、実技双方をバランスよく講座
を修めることで修得できます。自身で
離床を推進することだけでなく、周り
へのアドバイスを通して帰属する組織
や団体に大きく貢献できる能力を有し
ます。

離床インストラクター

応用力を兼ね備えた
　離床のスペシャリスト
厳格な評価基準によって、筆記試験、
実技試験を突破した限られた方が取
得できる資格です。帰属する組織に
とどまらず、多くの医療者への臨床教
育や地域一般の方々への教育を自信
をもって行うことができます。

全国で年一度開催される筆記試験で
基準点数を満たすこと

取得条件

※ アドバイザーから目指しても問題あ
りません。

・ ICU・超急性期における重症患者の基礎評価
・ 急性期におけるリハビリテーションの進め方
・ 酸素療法･人工呼吸器の基礎と呼吸アセスメント
・ 自分の脳も変えられる脳卒中セミナー
・ 看護ケア・リハビリに活かす画像判読講座
・ 術前・術後の看護ケア・リハビリとリスク管理のコツ

ほか

・ ２度同じ失敗を繰り返さないための
　血液データ判読講座

・ 今さら聞けない！
 　 循環アセスメントのポイント “50”
・ 離床時に必須
 　初心者にゼッタイわかる心電図
・ 嚥下造影（VF）がない環境でも
　なんとかする！
 　　直観力を養うための
　　　　嚥下トータルアプローチ講座

ほか

・ 自信をもってケア・リハビリを行うための
 回復期・在宅呼吸アセスメント講座
・ “見て見ぬふり” から抜け出す回復期・在宅循環講座
・ 脳卒中の看護ケア・リハビリに必要な
 　高次脳機能障害の基礎知識

ほか

・ 必修  早期離床
 　入門セミナー
・ 実践！離床技術入門
・ 名探偵歯車と学ぶ
 　離床・リハビリの
 　　リスク管理

・ やってはいけない！ 人工呼吸器ケア
・ DVT・リンパ浮腫対策
 　～最新のエビデンスに基づいた

アプローチの実際～
・ 実技と模擬体験で学ぶ！
 　フィジカルアセスメント完全攻略セミナー

ほか

・ マスターしよう！ 体位変換
・ マスターしよう！ 移乗動作
 ・ 徒手的呼吸介助と排痰技術
・ ADLアップに直結！
 　早期離床のワザと病棟リハビリ
・ 拘縮はゼッタイ起こさない！
 　関節可動域ROMエクササイズ

ほか

・ モニター・機器が少ない状況下における早期離床
・ フレイルの知識と看護ケア・リハビリテーション戦略
・ 認知症・誤嚥・褥瘡・拘縮・心不全
 　５大「困った」をスッキリ解消する

　　　アセスメント・対策講座
ほか
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